
　今年も､１２月１日から「歳末たすけあい･地域福祉募金」が始まります。
　この募金活動は､町会･自治会･民生児童委員の皆さまの協力を得て､
支えあい･たすけあいの心を育み､地域福祉の充実のために行われるものです。
皆さまからご支援いただいた募金は、地域のさまざまな福祉活動に活用されます。
　皆さまのあたたかい善意をお寄せくださいますようお願いいたします。

例えば・・・

募金の使いみちは､赤い羽根データベース｢はねっと｣でご覧になれます。
（http://www.tokyo-akaihane.or.jp/）

●町会･自治会で
　 募金袋に入れる等で､町会･自治会の担当者のかたにお渡しください。

●窓口で
　 １２月２８日（木）までにめぐろ社協の窓口に直接お持ちください。
　 祝日を除く（月）～（金）午前８時３０分～午後５時

●駅頭で
　 １２月中に東急東横線中目黒駅～自由が丘駅の駅頭で募金活動を行います。

広告募集
30,000円

掲載面 規格 掲載料金（税込）
1面（カラー） たて65mm

×
よこ80mm

40,000円
2･3面（カラー） 20,000円
4面（カラー）●69,900部発行（うち67,900部新聞折込）

●2月号（2月14日発行予定）

社会福祉法人　目黒区社会福祉協議会/目黒区民生児童委員協議会
目黒区/目黒区町会連合会

実施
後援

FAX
総務課事業係　
☎０３（371１）４９９５　　０３（３７１９）８７１５

問い合わせ

※総合庁舎の案内所にも募金箱を設置します。
※口座振込もできます。
※この募金は寄付金額に応じて､税制上の優遇措置を受けることができます。

▼詳細は下記へお問い合わせください。

１２月１０日（日）１４：００～１６：００
中目黒住区センター（中目黒２－１０－１３中目黒スクエア２階）
３０人（要事前申込）
ジョージ防災研究所　防災アドバイザー　小野  修平 氏
　１２月８日（金）までに下記へ電話､FAX
　または申し込みメールフォームからメール

申し込み

日 時
場 所
定 員
講 師

申し込み
メールフォーム

FAX
めぐろボランティア･区民活動センター
☎03（３７１４）２５３４　　03（３７１４）２５３０

問い合わせ

ご協力をお願いします
歳末たすけあい･地域福祉募金に

募金の方法は？ 募金の使いみち

1２月１日　 ～1２月３１日
募金期間

　目黒区社会福祉協議会では､大きな災害が起きた場合､区民､区役所､関係機関と協働して『災害ボ
ランティアセンター』を設置･運営します。目黒区の復旧･復興のためには､皆さまのご協力が必要です。
　日常的に災害や防災について意識してもらい､災害時､皆さまの力が活かせるよう災害ボランティア
入門講座を開催します。当日は､防災カードゲームを利用し､災害について我が事として考えるきっか
けづくりを行います。

もし災害が
起きたら？

「歳末たすけあい｣助成団体の声

　重症心身障害児や医療的ケア児を対象に､地域で不安なく
安心して生活できるように生活支援にかかわるサービス事業
や地域のネットワーク事業を行っています。また､重度の障
害のある子どもたちが､家庭以外の場所へ外出する機会や
仲間と共に過ごして学ぶ場を提供しています。助成金は､
しながわ水族館への校外学習に使わせていただきました。

【ＮＰＯ法人ガブリエル】

災害が起きた時､
あなたの力を活かすためにできることを考えよう
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災害が起きた時､
あなたの力を活かすためにできることを考えよう

令和５年度 災害ボランティア入門講座

て めぐろ社協だより

令和5年11月8日発行

目黒区上目黒2－19－15  目黒区総合庁舎別館３階 
☎03(3719)8909(代表)    　03(3719)8715
http://www.meguroshakyo.or.jp

発行 社会福祉法人 目黒区社会福祉協議会

めぐろ社協は、区民の皆さんと地域福祉を推進する民間の福祉団体ですって tette

NO.141
周年

法人設立

60
めぐろ社協キャラクター

てってちゃん



社会福祉法人

目黒区社会福祉協議会

目黒区南部包括支援センター
〒152-0003
目黒区碑文谷 1-18-14 碑小学校内 南西側
☎03(5724)8033　　 03(3719)2031
　　 祝日を除く（月）～（金）８:３０～１9:００ （土）８:３０～１7:００窓口

FAX

めぐろボランティア･区民活動センター
〒153-0061
目黒区中目黒 2-10-13 中目黒スクエア1階
☎03(3714)2534　　 03(3714)2530
e-mail：vo-c@meguroshakyo-i.net
　　 祝日・第 2（木）を除く（火）～（土）８:３０～１９:００窓口

FAX

権利擁護センター「めぐろ」
〒153-0051
目黒区上目黒 2-19-15 目黒区総合庁舎 1階
☎03(5768)3964　　 03（5768）3965
e-mail：kenri@meguroshakyo-i.net
　　 祝日を除く（月）～（金）８:３０～１７:００窓口

FAX

総務課 総務係、財務係、事業係
地域支援課 ささえあい係、地域支援係
在宅福祉サービスセンター
障害福祉サービスセンター
ファミリー･サポート･センター
〒153-0051
目黒区上目黒 2-19-15 目黒区総合庁舎別館 3階
☎03（3719）8909（代表）　　 03（3719）8715
e-mail：soumu@meguroshakyo-i.net（代表）
　　 祝日を除く（月）～（金）８:３０～１７:００窓口

FAX

～荷物の整理などで困っていませんか？
　地域の協力会員が快適な暮らしをお手伝いします！～

明治安田生命保険相互会社品川支社　様
竹の子クラブ　目黒福寿会　様
匿名　様
匿名　様
匿名　様
匿名　様
匿名　様

（令和５年７月２１日～令和５年９月２０日）単位：円

めぐろ社協では､皆さまからの貴重なご寄付を､地域
福祉活動のために有効に活用させていただきます。

皆さまからのあたたかいご寄付をお待ちしております

めぐろ社協への寄付は､
税法上で優遇措置が受けられます

ご寄付

令和５年度 NPＯ法人共催講座

～演劇コミュニケーションワークで学ぼう～
　近隣の人々が協力して地域を守る備えと行動を『共助』と呼びます。自力で
避難することが難しいかたの手助けをしたり､避難所運営での協力など､共助
は地域を守るためにとても重要となります。 初めて会う人や地域の人と「共助」
するために、どのようなコミュニケーション力が必要なのか､体験型ワークを
通して､みなさんで学びませんか？  ご参加をお待ちしています。

　複雑化･多様化する生活課題を抱えた世帯に対応するため､令和３年４月から目黒区の委託を受けコミュニティ･
ソーシャルワーカー（CSW）を配置しています。地域の方々や関係機関とともに協力して､困りごとなどの解決に
向けて取り組むほか、地域活動の支援を行っています。平成２９年度から配置されている生活支援コーディネーター
と兼務しています。

　高齢のかたや障害のあるかたからの個別の相談では､健康や
障害､住まい､地域との関係などに関する内容が主でした。
　地縁組織団体やＮＰＯ等による地域づくりや企業等による地域
貢献活動などの相談では､活動の立ち上げ支援のほか､寄付や
広報周知の協力などの支援をしました。

●ひきこもり状態に悩む家族等への取組
　　 ひきこもりに関する理解を深めるため､さまざまなテーマで
当事者家族に向けた学習会を開催しました。また､家族会の立
ち上げ支援により、｢リプルめぐろの会｣が発足しました。

●食支援団体との情報交換会
　　 地域の課題やニーズを把握するため､フードバンクや子ども
食堂などの食支援団体と情報交換会を行いました。食支援活
動が広がり､CSＷの相談支援にもつながりました。

●子どもの多様な居場所への取組
　　 不登校児童の増加や低年齢化などの現状を受け､地域で子ど
もたちが安心できる居場所について考える講座を行いました。

■報告書の詳細は､１１月中旬以降社協ホームページに掲載予定です。

※思い出の｢写真や書類の整理｣｢洋服整理｣なども
　承ります。
　協力会員が皆さまの｢想い｣に寄り添いながら整
　理のお手伝いをします。

●講師紹介

164,00０
18,61２
1,00０
2,00０
1,00０
20,00０
10,00０

申し込み

日 時
場 所
対 象
定 員

内 容

１１月１９日（日）１４：００～１６：００
中目黒住区センター（中目黒２－１０－１３中目黒スクエア２階）
小学生以上の防災に関心のあるかた
会場４０人（申込順／要事前申込）
　１１月１８日（土）１７：００までに電話､FAX
　または申し込みメールフォームからメール
演劇の手法を使った体験型コミュニケーションワーク

問い合わせ･申し込み めぐろボランティア･区民活動センター
☎ 03(3714)2534　　03(3714)2530FAX

在宅福祉サービスセンター　☎ 03(3714)2841　　03(3711)4954問い合わせ FAX

申し込み
メールフォーム

対象者：区内在住の高齢のかたまたは障害のあるかたのみの世帯
協力会員への謝礼：1,10０円 /１時間（原則２時間以内）
年会費：50０円

すっきりさせ隊

防 災 の三 助 共助を高めて明日に備える

荷物の整理 窓ふき ベランダ掃除

事業の取組

相談実績

　埼玉県入間市出身。駒澤大学卒業。劇団ユニー
クポイント所属。
　東京を拠点に国内外で公演を開催。全国各地
にて､市民との演劇づくりも行う。また､塾講師と
して子どもたちと関わってきた経験から､小学校
教員と協同し､｢アンチ大魔王｣ワークショップを
開発。全国各地の学校で好評を博す。青山学院
大学ワークショップデザイナー育成プログラムの
講師も務めている。

NPＯ法人ＰAVLIC
監事､俳優

　　　　河野  悟 氏

ありが とう
ございました

～めぐろの食支援とつながろう～
　フードドライブや子ども食堂などの食を通した地域
活動者によるお話と情報交換会を開催します。

問い合わせ･申し込み

地域支援課ささえあい係
☎ 03(５７０８)５７９２　　03(３７１１)４９５４FAX

日 時
場 所

対 象

定 員

１２月１６日（土）14：00～ 16：00
東山住区センター  レクリエーションホール
（東山２－２４－３０）
食を通した地域活動に取り組むかた
興味のあるかた､支援したいかた
★食を通した地域活動が初めてのかたも大歓迎！
4０人
　電話、ＦＡＸまたは申し込みメールフォーム
　からメール

食の循環で笑顔もひろがる

活動内容

担当職員が訪問し､状況を確認
の上でサービスを決定します。
まずはご相談ください！

　　　　　  コミュニティ･ソーシャルワーカー  　　　兼
生活支援コーディネーター  　　の活動報告書を作成しました
　　　　　  コミュニティ･ソーシャルワーカー  　　　兼
生活支援コーディネーター  　　の活動報告書を作成しました
　　　　　  コミュニティ･ソーシャルワーカー  　　　兼
生活支援コーディネーター  　　の活動報告書を作成しました

ひきこもり学習会

食支援団体情報交換会

多様な居場所づくり講座　

申し込み

申し込み
メールフォーム

CSW
SC

令和３･４年度
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